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令
和
元
年
台
風
第
19
号
の
経
験
を
い
か
し
て

　

おさえておきたい避難行動

～避難者の声～

 

市
は
、
昨
年
10
月
に
東
日
本
を
中
心
に
猛

威
を
振
る
っ
た
台
風
第
19
号
が
接
近
し
た
際

に
、
市
内
全
域
に
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
し

た
。
市
で
は
、
そ
の
経
験
を
い
か
し
、
あ
ら

ゆ
る
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

終
息
し
て
い
な
い
現
況
で
は
、
感
染
を
防
止

す
る
こ
と
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

　こ
の
こ
と
か
ら
、
避
難
所
開
設
・
運
営
の

対
応
力
向
上
お
よ
び
避
難
所
関
係
者
の
連
携

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
各
避
難

所
の
鍵
を
保
有
し
て
い
る
区
長
、
各
地
区
代

表
区
長
お
よ
び
市
職
員（
避
難
所
開
設
責
任

者
、
保
健
師
）を
対
象
と
し
た
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　避
難
所
開
設
・
運
営
の
要
点
お
よ
び
感
染

症
対
策
の
説
明
、
模
擬
受
付
、
段
ボ
ー
ル
間

仕
切
り
の
設
置
体
験
、
安
中
消
防
署
長
に
よ

る
講
話
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
と
行
政
が
一

体
と
な
り
、
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
各
地
区
民
児
協
会
長
、
自
主
防
災

組
織
の
代
表
者
な
ど
も
訓
練
に
参
加
し
、
地

域
の
防
災
力
向
上
も
図
っ
て
い
ま
す
。

▲感染症対策を講じた、避難者の受付

避難情報が発令されたら、絶対避難
しなきゃいけないの？
　避難とは「難」を「避」けること。安全
な場所にいる人は、あえて避難所に行く必
要はありません。自宅の安全が確認できた
ら、自宅で避難してください。

地区ごとに対象となっている避難所
にしか避難できないの？
　指定避難所の対象地区については、あく
まで目安として最寄りの指定避難所を対象
としていますので、市内の指定避難所のど
こに避難しても構いません。

避難する場所って避難所だけ？
　避難する場所は、学校の体育館や公民館
などの指定避難所だけではありません。安
全な場所にある親戚や友人宅などに避難す
ることを日頃から検討してください。ま
た、ホテルや旅館などの活用も検討してく
ださい。

避難所には物資がそろっているんだよね？
　市では、飲食料や毛布などの備蓄を進めています
が、避難する際には、マスクや消毒液、体温計、避難
生活に必要なものは、できる限り各自で用意してくだ
さい。

○指定避難所…地震や風水害などの災害で被災し、自宅で生活で
きない人が一定期間生活するための施設です。

○指定緊急避難場所…災害による危険が迫っている状況で、指定
避難所まで避難することに危険を伴う場合など
に、緊急的・一時的に身の安全を守るための場
所です。

※指定避難所および指定緊急避難場所の一覧は、
市ホームページで確認できます。

雨が激しくなったら車で避難すればいいよね？
　豪雨時の屋外の移動は、車を含め危険です。
　気象情報に注意して早めの避難行動をとってくださ
い。外出が危険な場合は、自宅の上階や崖から離れた
部屋など、より安全な場所へ避難してください。
　また、やむを得ず車中泊をする場合は、浸水や土砂
災害に注意するなど、周囲の状況などを十分に確認し
てください。

問合せ▶　危機管理課危機管理係（☎内線1135）本

▲受付では健康チェックリストと避難者カードを記入します

実際に避難してみて
○東日本大震災のあと、すぐ避難できるよ

うに保存食など必要なものをリュックサッ

クに詰め用意していました。しかし、実際

に避難する時になって心配になり、はじめ

からやり直したので日頃から確認しておく

ことが大切だと思いました。

○避難所に行ってみたら想像していた以上

に何もなかったので、今度、避難する際に

は、必要なもの（すぐに食べられる物や飲

み物、毛布など）は自分で用意して持っていきます。

○避難所は思いやりの気持ちを持ち、協力することが大事だと認識できました。また、日頃か

らの近所付き合いや地域のつながりが重要だと思います。

○まわりにいつも人がいて日常生活とは全く違う環境なので、かなり疲れました。もしまた同

じような状況になった時には、避難所は利用せずに、安全な場所にある親戚の家などに行くこ

とも検討しようと思います。

情報を発信しています
防災行政無線
テレホンサービス
　防災行政無線の放送を聞き逃した場合や聞き取りづ
らかった場合などに、放送内容を電話で確認できる
サービスです。☎0800－800－3664（通話料無料）

市ホームページ　
　市のさまざまな情報を日々発信します。災害発生時
などは随時最新情報を更新します。

緊急速報メール
（エリアメール）

　避難勧告などの発令時や気象庁による特別警報の発
表時など、緊急性の高い情報を一時滞在者を含む市内
にいる人に一斉に配信します。登録不要で無料です。

市メール
配信サービス　
　気象情報や火災情報、防災情
報などをメールで配信します。
「annaka@entry.mail-dpt.jp」へ
空メールを送信、または右記二
次元コードから空メールを送信
し、登録してください（「annaka
@city.annaka.gunma.jp」からの
メールが受信できるように設定
してください）。

市公式Twitter　
　新着情報や防災情報を中心にリアルタイムで発信し
ます。アカウントは「Annaka_City」です。


